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平成24年学外研究活動報告

� （平成24年１月〜12月）　

本報告は会員から報告のあったものを掲載してあります。──◇運営委員会

〔学会報告〕

報 告 者 名 題　　　　目 学　会　名 月

鮎　川　ゆりか Strategy�Towards�Climate�Change�Post�
Fukushima�Catastrophe

UNU-Waseda-Hawaii-
India�Universities�
Internet�TV�Connected�
Lecture,�“2012�Climate,�
Energy�and�Food�
Security�Course:�Asia�
Pacific�Initiative”

１

神　保　雅　人共○ 自動計算システムによる輻射補正計算にお
けるスレプトンの非線形ゲージ固定項の有
用性

日本物理学会 ３

橋　本　隆　子共○ Effective�Web�Video�Clustering�using�
Playlist�Information

2012��ACM�Symposium�
on�Applied�Computing�
（SAC）

３

鮎　川　ゆりか Comments�to�the�UN�Secretary�General’s�
High-Level�Panel�on�Global�Sustainability�
Report,�“Resilient�People,�Resilient�Planet:�
A�Future�Worth�Choosing”

A�Side-event�on�the�
occasion�of�the�East�
Asia�Low�Carbon�
Growth�Partnership�
Dialogue

４

山　﨑　　　聡 「曜日と日付と前の on�の省略─アメリカ
英語における通時的変化」

近代英語協会 ５

栗　林　　　隆共○ 千葉県市川市における１％支援制度の評価
と分析─住民税制と寄付課税─

日本地方財政学会 ５

Aoki,�Hidetaka 共○ Subsidiary�Governance�in�Japan International�
Federation�of�Scholarly�
Associations�of�
Management�
（IFSAM）,�11th�World�
Congress,�Limerick,�
Ireland

６

橋　本　隆　子共○ Topic�Detection�about�the�Great�Japan�
East�Earthquake�based�on�Emerging�
Modularity

Proc.�of�the�22nd�
European-Japanese�
Conference�on�
Information�Modelling�
and�Knowledge�Bases�
（EJC2012）

６

及　川　拓　也 実証モデルで用いられる会計事務所の規模
変数がわが国で有効であるか否かについて
の検証

日本監査研究学会第34
回東日本部会（千葉商
科大学）

７
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鮎　川　ゆりか 今，いかに環境と共存していくか─熱利用
を焦点に

川崎市　第１回みらい
産業創造フォーラム

８

吉　田　正　人 社会福祉法人会計の一元化 実践経営学会 ８
Tetsuaki�SATO Gini�coefficients�of�work�hours�in�Japan�as�

an�indicator�of�social�work-share
International�
Association�for�Time�
Use�Research

８

Masato�JIMBO共○ One-loop�Corrections�of�Sparticles�Widths�
in�Light�Stop�Scenarios

The�20th�International�
Conference�on�
Supersymmetry�and�
the�Unification�of�
Fundamental�
Interactions,�SUSY2012,�
August�13-18,�2012,�
Yingjie�Exchange�
Center,�Peking�
University,�Beijing,�
China

８

杉　田　　　文 津波による千葉県旭市沿岸部地下水の水質
変化とその要因

2012年度　日本地下水
学会　秋季講演会

９

藤　江　俊　彦 災害リスクマネジメントとBCMのリン
ケージの多様化─複合化する災害への課題

日本リスクマネジメン
ト学会

９

鮎　川　ゆりか 2050年は自然を「資本」と考える環境共存
型社会

東京会議Hokkaido ９

鮎　川　ゆりか Thinking�about�Global�Energy�Future� IMF/World�Bank�
Annual�Meeting�“Civil�
Society�Policy�Forum”

10

鮎　川　ゆりか 自然の限界の中で生きる─ポスト・フクシ
マは “１” で完結する関共存型社会

千葉大学法経学部公開
講座

10

鮎　川　ゆりか 『デンマークと川崎市が切り拓くスマート
な未来』パネルディスカッション

川崎市国際経済推進室�
川崎市環境産業フォー
ラム「デンマーク・ス
マート・グリッドセミ
ナー」

10

橋　本　隆　子共○ Discovering�Topic�Transition�about�the�
East�Japan�Great�Earthquake�in�Dynamic�
Social�Media

2012�IEEE�Global�
Humanitarian�
Technology�Conference�
（GHTC）

10

石　毛　雅　章 サッカレー�vs.�リーチ�──�「島だより」に
見るキャロル像の変容について

日本ルイス・キャロル
協会

10

橋　本　隆　子共○ Discovering�Emerging�Topic�About�the�
East�Japan�Great�Earthquake�in�Video�
Sharing�Website

IEEE�TENCON�2012 11

橋　本　隆　子共○ Fuzzy-�PSO�based�Route�
Recommendation�for�User�Aware�
Pedestrian�Navigation�System

IEEE�TENCON�2012 11
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〔寄　稿〕

報 告 者 名 論　文　名 掲載誌名その他 月

橋　本　隆　子共○ ソーシャルメディアを対象と
したマーケティング解析─時
事問題をきっかけとした想定
外の消費行動抽出─

学習院大学経済論集
47巻４号

１

師　尾　晶　子 マイアンドロス川に翻弄され
た町─ミレトス再訪

『地中海学会月報』
346号

１

師　尾　晶　子 古代ギリシアの碑文研究の新
潮流─碑文習慣をめぐって�

西洋史学
242号

２

橋　本　隆　子共○ Social�media�analysis�-�
determining�the�number�of�
topic�clusters�from�buzz�
marketing�site

Int.�J.�Computational�Science�and�
Engineering
７巻１号

２

杉　田　　　文 東北地方太平洋沖地震の津波
による千葉県旭市沿岸部にお
ける地下水利用と地下水水質
への影響

地下水学会誌
54巻１号

２

師　尾　晶　子 トロス教会聖堂出土碑文の概
要（二）二〇一一年度の発掘
から

『史苑』
72巻２号

３

趙　　　　　軍 『リレー連載　いま「アジア」
を観る　孫文の日本への愛と
憎悪』

『機』（藤原書店）
No.240号

３

師　尾　晶　子 書評：澤田典子『アテネ民主
政─命をかけた八人の政治家』
（講談社選書メチエ465）

『歴史学研究』
893号

６

Aoki,�Hidetaka共○ Benchmarking�Business�Unit�
Governance�in�Turbulent�
Times�:�The�Case�of�Japanese�
Firms

Benchmarking:�An�International�
Journal
19巻4/5号

８

師　尾　晶　子 オリンピックと命名された英
国の由緒ある小さな競技会　
─コッツウォルド・オリンピッ
ク

『かいほう』
113号

８
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〔著　書〕

執 筆 者 名 書　　　　名 発　行　所 月

趙　　　　　軍共○ 『中華街まちなかキャンパス　横浜中華街
の世界』【増補版】

学校法人横浜商
科大学発行

３

師　尾　晶　子共○ 『碑と地方志のアーカイブズを探る』 汲古書院 ３

藤　江　俊　彦 改定新版・増補　実践危機管理読本 日本コンサルタ
ントグループ

４

鮎　川　ゆりか e- コンパクトシティが地球を救う─2050年
に向けた社会デザイン

日本評論社 ４

橋　本　隆　子共○ 感じて理解する数学入門──身近な事例を
動かして学ぶ

オライリー�
ジャパン

６

青　木　英　孝共○ 『リーマンショック後の企業経営と経営学』
（経営学論集82集）日本経営学会編�「事業
ポートフォリオの変容と事業組織のガバナ
ンス」

千倉書房 ９


